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線のワーク始めました！ 

 

 1 月より線のワークブックを始めました。椅

子に座る姿勢やえんぴつの持ち方などみんな

で確かめながら、自分のワークブックを広げて

いる子ども達。「きれいに」「はみ出さず」とい

うことにはあまりとらわれず、一人ひとりが丁

寧な気持ちを持つことを大切にしています。自

分の指の動き通りに 1 本の線が残る面白さを

「思う存分」「楽しく」感じながら取り組み、の

ちの文字書きにつなげていきたいと考えてい

ます。「みてー、まっすぐ書けたよ」「ななめの

せんできた！」など、どの子も書き終えた後は

達成感に満ちた表情で保育士や友達と会話し

ていますよ。これからもどん 

どん新しい事にチャレンジし 

て、自分の世界を広げて 

欲しいと思っています。 

 

 

令和７年１月３１日(金)  

＜４歳児＞神保 見樹（記）  ４さいじだより 

      白熱！カルタ取り  

  

お正月が終わり、久しぶりに保育園に登園した子ども達。

「おばあちゃんちいったよ！」「お買い物いったよ」「ゲーム

センター楽しかった！」など、楽しかった思い出話に花が咲

いていました。保育園では、お正月にちなんで、コマ回し、

福笑い、カルタ取りなどのお正月遊びを楽しんでいます。少

しずつ平仮名に興味が出てきた子もおり、カルタ取りでは、

平仮名と絵が一致している『あいうえおカルタ』を使ってい

ます。始める前に「取り札を探す時は、目で探す」「見つけた

時は、はい！と言って取る」などみんなで約束事を確かめて

遊んでいます。いざカルタが始まると、鋭い目つきで札を探

し、「はい！」と子ども達の大きな声が響き渡っています。取

った札の枚数で、勝った時の嬉しさや負けた時の悔しさを感 

じたり、遊ぶ中で平仮名を覚えた 

り、数の概念を身につけたりな 

ど、楽しい遊びの中にたくさんの 

学びがありますね！ 

もうすぐ節分！鬼は外～、福は内～（鬼のお面作り） 

 

２月が近づくにつれ、「２月ってさ～、鬼は外だよね」「おれ、剣でやっつけてやろうかな」「そんな話せんで～」

などの会話も聞かれ、なんだかソワソワしている子ども達。そこで、年齢別の時間に自分の中にいる鬼について話

をしました。保育士が「自分の中にいる鬼＝自分の悪いところとして考えると、みんなにはどんな鬼がいる？」と

問いかけると、初めは黙っていた子ども達でしたがポツリポツリと声が出始め「おこりんぼう鬼」「ママにだけ意

地悪する鬼」「お兄ちゃん（お姉ちゃん）とケンカする鬼」「困らせ鬼」「つめかみ鬼」など色々な鬼が出てきまし

た。パパやママ、家族の人に注意された事や保育園で経験したことなどから、子ども達なりに自分の悪いところに

ついて感じているようです。 節分でしっかりと鬼を追い払うために、みんなで鬼のお面作りをしました。お面は

絵の具で色を塗り、顔は画用紙を切って作りました。絵の具やハサミ、のりなどの道具、画用紙や紙テープなど

色々な材料を使い、自分で鬼の顔をイメージして作っていましたよ。一人ひとりの個性が光るお面になりました！

節分の日には、勇気をもって鬼を追い出し、素敵な春を迎えたいと思います。 

ちなみに「神保先生にはどんな鬼いるかな？」と子ども達に聞くと、『おっちょこちょい鬼』と言われました。

その通りです！子どもは大人の事もよく見ていますね！ 

先日は４歳児の保育参観にご参加いただきありがとうございました。当日は、いつもと違う雰囲気の中で、恥ずか

しい気持ち、ドキドキする気持ちを感じながらも、かっこいいところを見せようと頑張っていた子ども達でしたね。

保育参観が終わった後、「楽しかった！」「もっと遊びたかった」「また、保育参観したい！」との声もたくさん聞か

れましたよ。今年度も、残すところあと２ヶ月。時には見守り、時には一緒に喜び合いながら子ども達一人ひとり、

充実した園生活が送れるように過ごしていきたいと思います 

 


